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頁

1 本書は， 2000 （平成12）年度に調査を実施した東広島呉自動車道建設事業に係る和田平遺跡

（東広島市西条町福本所在）の発掘調査報告書である。

2 発掘調査は，建設省中国地方建設局（現国士交通省中国地方整備局）広島国道工事事務所と

の委託契約により財団法人広島県埋蔵文化財調査センターが実施した。

3 発掘調査は，辻満久・出野上靖が担当した。

4 出土遺物の整理・復元・実測，図面の整理，写真撮影は，辻・出野上が分担して行なった。

5 本書の執筆は, I ・ I ･m･Ⅳ－1を出野上， Ⅳ－2 ･Vを辻が行ない，編集は出野上・辻

が行なった。

6 土器の断面は須恵器を黒塗り，ほかは白ヌキとした。

7 遺物は挿図・図版とも同じ番号を使用した。

8 本書に使用した方位は第2 ． 3図が真北で，ほかは磁北である。

9 第1図は建設省国土地理院発行の1 ：25,000地形図（清水原・田万里市）を使用した。

10第3図の座標値は， 日本測地系第Ⅲ系（旧座標）による。
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I はじめに

本報告書は東広島呉自動車道建設事業にかかる和田平遺跡の発掘調査報告である。

東広島呉自動車道は， 「ゆとりある地域社会」の実現をめざし，全国の都市・農村地区から約

1時間以内に高速ネットワークに到着できるよう整備される高規格幹線道路のひとつで，山陽自

動車道の東広島市高屋町溝口を起点とし，終点の呉市阿賀中央五丁目に至る延長32.8kmの自動車

専用道路である。 1984 （昭和59）年，本道路沿線にあたる東広島市・呉市・竹原市・賀茂郡黒瀬

町は，豊田郡安芸津町とともに広島中央テクノポリス地域に指定され，地域産業の技術高度化と

先端技術開発の拠点を目指して関連企業の進出や住宅開発が進んでいる。また，近年の都市化に

伴い，一般国道375号など沿線の主要道路の交通渋滞が頻繁に発生するようになり，新たな幹線

道路の整備が必要とされるようになった。本道路の完成によって，沿線の各市町間や芸南地域各

町から山陽自動車道・広島空港・新幹線東広島駅などへのアクセス向上が期待されている。

1989 （平成元）年8月，建設省は東広島呉自動車道の基本計画を決定し， 1991年12月，東広島

JCT(仮称) ･馬木IC (仮称）間の整備計画・施行命令を出した。 1995年2月，建設省中国

地方建設局広島国道工事事務所（以下「建設省」という｡）は東広島市教育委員会（以下「市教

委」という｡）に東広島呉自動車道建設事業地内における文化財等の有無及び取扱いについて協

1 和田平遺跡

2近世山陽道跡・日向一里塚跡

1 和田平遺跡

2近世山陽道跡・日向一里塚跡

山陽自動車道－℃
◎広島市

山陽自動車道－℃
◎広島市

東広島nbご~p臺磨鳥JCT東広島､b ご~p臺磨鳥]c，

三 言弐壱Ⅷ
馬木IC 1

上三永IC

市呉
。

阿賀IC

00 20km20km

ー一一一

第1図東広島呉自動車道路線図(JCT･ IC名は仮称）
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議した。これを受けて現地踏査を実施した広島県教育委員会（以下「県教委」という｡）は，同

年7月，上三永・馬木間に3遺跡及び要試掘箇所25か所が存在する旨を回答した。その後，県教

委は要試掘箇所の試掘を順次行ない， 1999年12月，和田平遺跡を確認した旨を建設省に通知した｡

建設省と県教委・市教委は和田平過跡・近世山陽道跡・ l1向一里塚跡の取扱いについて協議を重

ねたが，計画変更等による現状保存は困難との結論に達し，事前に発掘調査による記録保存を図

ることとなった。2000年3月，建設省から県教委へ和田平遺跡の調査依頼があり，県教委は財団

法人広島県埋蔵文化財調査センター（以下「センター」という｡）が発掘調査を行なうことが適

当であると通知した。

2000年4月1日付けで，センターは建設省との委託契約を締結し，同年4月10日から6月9日

までの2か月間，和田平遺跡の発掘調査を実施した。本報告書は，以上の経過のもとに実施した

和田平遺跡の調査成果をまとめたもので，今後の埋蔵文化財の資料として， また， この地域の歴

史の一端を知る手がかりとして，少しでも寄与できれば幸いである。

なお，発掘調査にあたっては，建設省中国地方建設局広島国道工事事務所，東広島市教育委員

会及び地元の方々に多大な御協力を得た。記して感謝の意を表します。

和田平遺跡調査風景

－2－



Ⅱ位置と環境

和田平遺跡が所在する東広島市は広島県のほぼ中央に位置し，賀茂台地の南側にあたる西条盆
ほらやま かなしおく

地を中心に高屋・志和の両盆地とその周囲の山々からなる。西条盆地の南縁には，洞山・蚊無奥
やま

山など標高400～500m級の山々が東西に連なり，その北面を流下する河川は山麓に多数の扇状地
みなが

を形成している。これらの小河川は三永川や松板川として盆地南部を西に流れ，賀茂台地西部に

源を発する黒瀬川と合流する。本遺跡は黒瀬川支流の松板川の南側に位置し，北に開いた扇状地

状の緩斜面に立地する（標高230m･比高10m)。広島大学の統合移転を契機に1974 (昭和49)年

に市制を施行した東広島市では人口増加が著しく，都市基盤の整備などに伴う発掘調査によって

地域の歴史がしだいに明らかになっている。

以下において，本遺跡が存在する西条盆地南部を中心に，歴史的環境について概観したい。

【旧石器時代・縄文時代】

本遺跡の北西約4kmにある広島大学周辺の鏡山丘陵では，比較的多くの旧石器．縄文時代の遺

跡が確認されている。
（1） こう す （2） （3）

旧石器時代の遺跡としては，西ガガラ遺跡・鴻ノ巣遺跡．ぶどう池南遺跡があり，西ガガラ遺

跡で平地式住居跡．炉跡．土曠，鴻ノ巣遺跡●ぶどう池南遺跡では土壌を検出している。
（4） （5）

縄文時代の遺跡としては，上記の遺跡のほかに鴻ノ巣南遺跡・山中池南遺跡がある。ぶどう池

南遺跡．鴻ノ巣遺跡では早期の炉跡・土壌，鴻ノ巣南遺跡では土曠，山中池南遺跡では中期の平

地式住居跡・炉跡・土壌を各々検出している。

【弥生時代】
きだつけだに （6）

弥生時代前期から中期前半の遺跡の調査例は少ない｡貞付谷遺跡では前期の貯蔵穴．土壌墓を
にしあず2こ （7）

検出し，西東子遺跡では前・中期の建物跡・溝のほか水田状遺構を検出している○
かがみにしだに （8） （9） すけひら （10〉

中期後半．後期の調査例は多く，鏡西谷遺跡●奥田大池遺跡・助平2号遺跡など，丘陵や尾根
9つ、 じよう （11）

の斜面に立地する集落跡がみつかっている。狐が城遺跡では，丘陵上で箱式石棺墓・土壌墓など

を検出している。また，西東子遺跡では東九州（安国寺式）の土器が出土し，瀬戸内海を挟んだ

交流が想定されている。

【古墳時代】
（12）

西条盆地では県内最大規模（全長92m)の前方後円墳である史跡三シ城古墳(5世紀後半から

6世紀初めに築造）をはじめ，多くの古墳が確認されている。盆地南部の古墳としては，帆立貝

形の墳丘の長者スクモ塚第，号古墳，箱式石棺を主体部とする長者スクモ塚第2 ． 3号古墳など
かがみせんにんづか （13） 1M）

がある。箱式石棺に似た竪穴式石室をもつものには鏡千人塚古墳．狐が城古墳があり，竪穴系横
（15） じん

口式石室をもつものには助平古墳がある｡後期の横穴式石室を埋葬施設とする古墳としては,陣ヶ
ひら （16） （17） （18） （19）

平西古墳．鏡東谷古墳・奥田大池古墳．大槙第2号古墳などがある。
（20） （21） （22）

集落跡としては中．後期の助平3号遺跡，後期の平木池遺跡がある。また，陣ケ平西遺跡では

－3－
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第2図周辺遺跡分布図（1 ：25,000）
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新開窯跡

満水奥山迩跡

長者龍王山南麓過跡

森近土居屋敷跡

夫婦茶屋古墳
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須恵器の窯跡（第1 ． 3号窯跡）を検出している。

【古代】
（23）

古代山陽道は，西条盆地の北部を東西に通っていたとされ，史跡安芸国分寺跡では，講堂跡の
〈2.1）

基壇や塔跡の礎石などを検出している。盆地南部では，東ガガラ窯跡をはじめとする奈良・平安
（25）

時代の須恵器窯跡がいくつか確認されている。また，吉光谷遺跡では，平安時代の土城墓を検出

している。

【中世】

とくに中世後期の室町時代から戦国時代にかけては，当盆地は周防の大内氏と出雲の尼子氏，
（26）

さらには安芸の毛利氏など諸勢力の抗争の舞台となる。史跡鏡山城跡は大内氏が安芸国での拠点
どうしよう （27）

とした山城である。盆地内には尼子氏が拠ったとされる陣ケ平城跡などの城跡や道照遺跡・荒谷
（28） （29） じようひらやま

土居屋敷跡・五反田遺跡などの居館跡があり，本遺跡付近にも城平山城跡・森近土居屋敷跡など
（30）

がある。また，石神製鉄遺跡では製鉄炉・輪の台座などを検出し，中世における鉄生産の貴重な

資料を提供している。
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Ⅲ調査の概要

和田平遺跡は，西条盆地南縁に連なる山々から北に延びた尾根の先端にそびえる龍王山（標高

432m) ･ (通称）竜の口（同315m)に挟まれた小河川がつくった扇状地に立地する縄文時代の集

落遺跡（標高230m,比高10m)である。遺跡周辺の現況は雑木林の緩斜面で，山腹から流出し

たとみられる数10cm～2m程度の大きさの石が多数露出していた。

発掘調査は，試掘坑による基本層序の確認から開始した。調査区内に一辺約1mの平面方形の

試掘坑10か所を設定し，調査区内の土層の堆積状況，遺物分布の疎密などを調査した。この結果，

表土である暗褐色士（腐食土）の下位に遺物を包含する黄褐色粘質土層があり，それ以下は無遺

物層（調査区西側では榿褐色土，東側では淡灰色土）であること，遺物包含層までの深さは地表

から数10cm程度で，調査区中央部を中心に分布することが判明した。

これら試掘坑による調査成果をもとに，表土及び黄褐色粘質士層の上層までを重機によって除

去し，それ以下は人力によって掘りさげて遺構検出作業を行なった。調査区に露出した石には黄

褐色粘質士層以下に達するものも多数あり，黄褐色粘質士層・無遺物層にも同様に石が含まれて

いた。これらのことから，遺跡の時期にはすでに地表に石が露出した状況であり，その後も断続

的に土石の流入があったものと考えられる。

表土の除去後，調査区全体に10m四方のグリッドを設定した。区名は，最も標高の高い調査区

南隅に基準杭を設定し， この杭を南隅とする区画をA－1区とし，北西方向にA～Eとアルファ

ベット，北東方向に1～4と数字を配してこれらの組み合わせにより，区名(A-1～E－4区）

を付した。遺物の取り上げは区ごとに行なったが，遺物集中部については遺物1点ごとにその出

土位置と標高を記録して取り上げた。

検出した遺構は炉跡と考えられる土坑2基で， ともに出土遺物がなく所属時期は特定できな

かった。遺物は縄文時代の土器・石器が大半を占め， 3か所の遺物集中部を中心に出土した。出

土点数は500点以上を数え,県中南部では数少ない縄文時代遺跡の調査例として貴重な資料を提供

することとなった。このほか，縄文時代以外の遺物として，古墳時代の須恵器（杯蓋） 1点，

中.近世の鉄鍍1点が出土した。

－7－
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Ⅳ遺構と遺物

1 遣構

遣擶は，時期不明の炉跡と考えられる土坑2基(SK1 ． 2)のほか，縄文時代後期の遺物集

中部3か所(C-2･ 3区, E-1区）を検出した。

1 2 3 4

＋＋＋＋十

〃E

十終皇終皇終皇終皇
K1

，

＋蝋,J-z,§_K2蝋, 玲十玲十玲十十十十

C

＋十 _L
’

匂
B

十 ＋＋

亀亀亀

蓮蓮
0 20

＋

第4図地形測量図（1 ：300） （アミ目は遺物集I:|:!部を示す）
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SK1 (第5図，図版2－a ・ b ． c)

調査区北部のD－3 ． 4区境の黄褐色粘質土下層で検出した土坑である。北に向かって下がる

調査区のなかでも最も低位な部分にあたる。

周囲を30～50cm程度の大きさの角礫4個で囲まれ，その中に平面形が楕円形の浅い穴が掘り込

まれていた。

土坑の規模は，東西45cm,南北70cm,深さ19cmで，底面は北側に下傾するc覆土は，暗榿褐色

士（焼土を含む)，黒褐色士（炭化物を含む)，淡灰褐色土の3層で，土壌に接する石には熱に

よって変色した部分が観察された。

遺構の性格は，覆土に焼土や炭化物を含むことや熱変した石の存在などから炉跡と考えられる。

出土遺物はなく，土坑の時期は不明である。

画, ’

－

芦
一
つ
弱
。
卜
和
釦

’ ’-227.30m －

土届説明

1 暗榿褐色土（焼土を含む）

2 黒褐色土（炭化物を含む）

3 淡灰褐色土

〃

0 50cm

ー－

第5図 SK1実測図(1 : 15)
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SK2 (第6図，図版3－a ．b)

調査区中央やや北寄りのC－3区の黄褐色粘質士下層で検出した土坑である。東西両側に大型

の角礫（一辺が1～2m) 2個に囲まれ，北側に小型の角礫（一辺約50cm) 3個を配し，その内

側に平面形が不整な楕円形の浅い土坑が掘り込まれている。土坑の規模は，東西65cm,南北45cm,

深さ10cmで，覆土は約5mmの炭化物を含む暗褐色土である。土坑の上面には, 1.1×0.9mの範囲

に熱変した暗赤褐色土が堆積していた。

遺構の性格は，炭化物を含む覆土や焼土状の堆積士の存在などから，炉跡と考えられる。出土

遺物はなく，士坑の時期は不明である。

遺物集中部（第7図，図版4－a･ b ・ c,5-a･ b)

遺物集中部は，黄褐色粘質土下層の3か所(C-2･ 3区, E-1区）で検出した。遺物は大

半が縄文時代後期の土器と石器である。土器の型式は, E-1区が後期初頭（中津式), C-2･

3区は後期前半（彦崎KI式並行期）のものが大部分を占め，両型式の混在はほとんどみられな

い。また，遺物の広がりについては，前者は調査区外の北西側に広がる可能性が高く，後者は部

分的に散漫な部分があるものの, C-2･ 3区から出土した土器の型式が共通することから両区

にまたがる帯状の広がりを考えることができよう。
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第6図SK2実測図(1 :40) (アミ目は焼土状堆積土の範囲）
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2 遺物

（1）出土遺物の概要

遺跡のほぼ全域に堆積している黄褐色粘質土層から縄文土器や石器が出土している。量的には

縄文土器が主体を占めるが，いずれも小片が多く，全形が窺えるものはほとんど無い。土器の時

期については縄文時代前期から後期と思われる。石器には石鑛・挟入石器とスクレイパーなどが

ある。このほか，表土直下の礫間から鉄鍼が出土している。

（2）縄文土器

ここでは有文土器を中心に分類，図化したが， このほかに無文士器がある。有文土器は文様構

成や施文手法の特徴から9類型に分類した。基本的には大まかな時間軸に沿って分類したが，各

類型がそのまま従来の形式に対応するわけではない。後期の土器に限って言えば，凹線もしくは

沈線で文様を構成するもの，いわゆる磨消縄文をもつもの，縄文地のものなどに分かれる。全体

の傾向としては，深鉢形・浅鉢形など器種の分化とともに，磨消縄文の消失→無文化へと推移す

るようである。

1類（第8図1 ．5，図版6）

胴部に2列単位の間隔の狭い連続刺突文を施すもの（1）や，二枚貝による貝殻条痕をもつも

の（5）である。刺突は狭い間隔で行われているが，押し引きにはならず，一旦器壁から施文工

具を離して，次の施文をしているようである。

2類（第8図2～4 ．10，図版6）

胴部に連続刺突文をもつものである。屈曲部に横方向に連続刺突文を施すものや， これに間隔

を置いて粘土紐もしくは刺突文による縦位方向の区画帯を作り出し，長方形区画を構成するもの

（4）がある。また，貼付突帯に刺突文を施し，刻目を巡らせるもの（10） もある。

3類（第8図6 ．7，図版6）

外面に細い竹管状の工具により押引文を施すもので，器厚は4Im程度と非常に薄い。内面は押

引文を施した部位が内側に蒲鉾状に盛り上がっており,器壁が凹凸を繰り返す。また,盛り上がっ

た部分には指頭圧痕がみられる。

4類（第8図8～9，図版6）

LRの縄文地に半裁竹管による連続押引文を施すもので，口縁直下に蒲鉾状の突帯を貼り付け，

その上に刻目を施すcさらにこの突帯の下方に押し引き文が2条巡るo 8． 9はいずれも胎土に

雲母片を含むことから，同一個体と思われる。
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5類（第8図11 ．12，図版6）

条痕地に幅広の「D」字形の爪形文による連続刺突文を施すものである。横方向に間隔の狭い

刺突文を施し，その上部にやや間延びした刺突文が半円状に巡る。深鉢形土器と考えられる。

6類（第8図13～17．第9図18．第83．84図，図版6 ． 7 ．10）

縄文をもたず，凹線文もしくは沈線文で文様を構成するものである。幅広の凹線文で構成され

る土器（13～15）は端部を施文後に軽くなでられており，丸みをもつ。沈線文で構成される土器

（16～18．83．84）は条痕地に沈線を施すもので，いずれも幾何学的な曲線をモチーフにしてい

る。また，円文のもの（15） もある。器種構成の点では深鉢形土器（13～18）と浅鉢形土器（83.

84）があり，後者はいずれも波状口縁である。

7類（第9図21～28．第12図85～95,図版7 ･ 10)

磨消縄文をもつグループで，緩やかな曲線文を基調とするもの（21～24．28．91 ．92） と直線

的な文様で構成されるもの（85.87～90． 93)および幾何学的な模様をもつもの(86･94･95)

に分かれる。85のように長方形の区画に幅狭の縄文帯をもち縦方向の沈線で文様帯を分離するも

のや基本的には85と同様のモチーフで縦方向に粘土を貼付けて隆起帯を作り， この中央に沈線を

縦位に垂下するもの（95）さらに方形の磨消文様帯から角の取れた輻狭楕円の磨消文様帯になっ

たもの（94）などがある。縄文はLRのもの(23．24．28．86･94)とRLのもの(21．25･26･

85．87．91～93．95）に分かれる。

8類（第9図19．20，図版7）

口縁部に肥厚帯をもち，肥厚帯に短沈線や縄文などを施文するもので，確認できたのはごく少

数である。口縁部を内側に肥厚させて，受け部のようにしている。この肥厚部の状況から波状口

縁を呈すると考えられるが，胴部については不明である。

9類（第9図29．30．第10図・第11図56．58．60～76．81･82･第12図96～105,図版7～10)

深鉢形土器と浅鉢形土器で構成される。まず，深鉢形土器では口縁部直下に縄文を施す。基本

的に頚部は無文で，肩部から胴部中央にかけては磨消縄文をもつもの（58．61）や縄文を施さず

単に細い沈線だけで表現したもの(65～69)や文様帯の縄文地に同方向の短沈線を加えたもの(29.

58)， さらには縄文地に斜方向の沈線を加えたもの(60．64)などがある。また， このほかに縄

文だけを施文したものもある。

口縁部直下の外側に肥厚する部分にRLの縄文を施文する。肥厚が認められないものもしくは

弱いもの（37．45)，削出し状の調整によって施文部を作り出すもの（46．51)，口縁の内外面に

縄文を施し， この縄文帯の下辺に沈線を施すもの（53～56）などがある。平口縁と波状口縁が存

在するが，波状口縁でも波頂部に文様集約部を形成するものはみられない。
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第13図出土遺物実測図（6） （1 ： 2）

磨消縄文を施すもののなかには，胴部上半（肩部）に入組文をもつものがある。文様の構成か

らは，入組文による文様帯の上下逆転部が元に戻るまでを文様の一つの構成単位としているよう

である。胴部の文様の残りが良い29をみてみると，口縁部直下には幅の狭い縄文が施されており，

頚部の無文帯から胴部に至る。胴部の文様は基本的には横方向の沈線3条で構成されており， ま

ず，頚部と胴部の境に横方向に沈線1が施される。その下方に横方向に沈線2および沈線3が順

に施される。沈線2の両端は横方向に引かれた沈線3を切断するように縦方向に短く折れて，そ

こからさらに横方向に折り返して終端にいたる。また， この沈線2の終端部には若干の間隔を置

いて終端部の両側を繋ぐように沈線2，が施される。一方，沈線3は沈線2とは逆に胴部中央の

屈曲部より僅かに上方で横方向に施されており，沈線2を切断するように縦方向に短く折れて，

そこからさらに短く折り返して終端部に至る。また,終端部の両側を繋ぐように横方向に沈線3，

が施されている。沈線2と沈線3で構成された幅広の入組文様は縄文が磨消され，沈線1と沈線

2で区画された空間と沈線3と胴部中位の屈曲部により区画された空間が文様施文部となってい

る。すなわち，胴部中位の屈曲部までは上下反転文様が描かれる。もちろんこの基本原理は60.

64.65にも共通してみられ,沈線が絡まって無文帯を構成する部分を中心とする点対称文様の反復

展開をなしていると考えられる。

浅鉢形土器も胴部文様の構成は深鉢形土器にほぼ対応し，磨消縄文をもつもの（96～98)，縄

文は施さず細い沈線だけで表現したもの(99･101･103･104),文様帯区画内の縄文地に同方向

の短沈線を加えたもの(100)などがある。

その他の土器（第12図106． 107．第13図108～112,図版10． 11）

このほかに無文土器と底部がある。無文土器も有文土器と同じような器形になると思われる。

この中には若干ではあるが，胎土が綴密で，焼成が良好ないわゆる精製土器が存在する。底部

（108～112）についてはいずれも若干上げ底気味の平底になるものが多い。このほかに図示でき

なかったが丸底が一点出土している。
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（3）石器

石器には石錐，石匙，スクレイパー，二次加工のある剥片(R. F.),剥片，砕片などがある。

石材としては安山岩製がほとんどであるが， 白濁した黒曜石の砕片数点が出土した。縄文土器に

混在して出土しており，主要な出土地点も土器のそれとほぼ一致する。
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a石錐（第14図114～139,図版12）

主として基部形態と形状から4類型に分類した。すなわち， 1類＝基部が深く挟られて脚を形

成するもの（114～126)， 2類＝基部の挟りが比較的浅いもの（127～135)， 3類＝長さに比べて

幅が大きなもの（136～138)， 4類＝基部の挟りが浅いもの（139）の4つの形態である。大きさ

や重量の点では，小型（122．123．128．134．135)，中型（114～121.124～127.129～133．136

～138)，大型（139）に分かれる。形状的には二等辺三角形をなすものが多く，正三角形のもの

も一部存在する。また，大半は先端部あるいは脚部が欠損している。また， 116は片脚雛の可能

性がある。

b挟入石器（第14図140･第15図141,図版11． 12)

石匙の可能性のある挟りをもつ石器で2点出土している。140は基部に両側から挟りを入れてお

り，つまみ状を呈している。 141は短辺の両側から扶りを入れるが，挟り自体は刃部に対して対

称の位置ではなく，若干ずれている。端部には背腹両面から細かな加工を加え，刃部を形成して

いる。

c スクレイパー（第15図142～144,図版11）

3点出土している｡ 142は基部が欠失しており，刃部の一部しか残存していない。剥片の先端

を背復両面から加工し，鋸歯状の刃部を形成している。 143は素材剥片の打面側に背腹両面から

二次加工を施し，刃部としている。 144は刃部しか残存して

いない。剥片の先端部に腹面側からのみ二次加工を施してい

る。

、

Ⅶ
d二次加工のある剥片(R. F.) (第15図145,図版11)

1点出土している｡145は素材剥片の端部に若干の調整を腹面

側から行っている。打面側には背腹両面から二次加工を施して

いる。この打面側の加工痕は腹面の打撃痕を完全に除去してい

る。

､′、

／
〃

5cm

「0
（4）鉄器（第16図146,図版11）

鉄鑑1点が出土している。現存長13.0cm,幅4.4cm,厚さ0.5

cm,重量48.91gで雁股状を呈している。茎の端部を欠失するが，

ほぼ完形である。茎の断面は正方形である。矢柄接合部との境

に段が付く。茎から続く基部は断面長方形で雁股状に裾広がり

になり，先端部は鋭く尖っている。
第16図出土遺物実測図（9）

（2 ： 3）
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遺物

番号
部位 色調 I淵懸（外面） 調整（内而） 遺存状況 出土地 備 考

1 胴部 黄褐色 刺突文 ナデ 普通 E－1

ワ
ー 胴 邪 淡黄褐色 条痕文→刺突文 条痕文 やや不良 E－1 二枚貝による条痕文

3 胴 冊 暗榿褐色 条痕文→刺突文→ナデ ナデ 普通 北西端

4 胴 邪 黄褐色 ミガキ→刺突文 条痕文 良好 E－l 二枚貝による条痕文

5 胴 WII 淡桶褐色 条換文 条痕文→ナデ 普通 北西端 二枚貝による条痕文

6 口縁部 淡黒褐色 押引文 ナデ やや不良 C－2

7 胴部 淡黒褐色 抑ﾘ1文 ナデ やや不良 南西

8 口縁部 淡茶褐色 RL→押引文 ナデ 山吹
＆I ､ 開ー 北東 半裁竹管文，雲I#多し

9 胴部 淡茶褐色 RL→押引文 ナデ 1堂
'二9、 D－3 半裁竹管文，雲峨多し

10 胴部 淡黄褐色 刻IzI IIIrlif ナデ I 園 北西端 スス付着

11 胴部 淡黄褐色 条痕文→爪形文 ナデ，指頭圧痕 血世
I三1 、 西中央 12と同一個体，器壁凸凹

12 胴部 淡黄褐色 条浪文→爪形文 ナデ，指頭圧痕 1世
1 1 瞳 西中央 11と同一個体，器壁凸凹

13 口縁部 暗榿褐色 線文 条痕文 辿世
'二I 、 E－l

14 口縁部 淡榿褐色 凹線文 ナデ 立血
13 雨一 E－l スス付着

15 口縁部 暗榿褐色 条痕文→円文 ナデ 普通 E－1

16 服部 淡榿褐色 条痕→沈線 ナデ，条痕 良好 E－1

17 I 1縁部 暗横褐色 沈線 ナデ 良好 E－1 スス付着

18 胴部 淡榿褐色 条痕文→沈線 ナデ，条痕 良好 E－1 16と同一個体

19 I 1縁部 黄褐色 沈線文 ナデ 不良 C－2

1 1縁部 淡黄褐色 条痕文 不明 やや不良 C－2 口唇部に刻目

21 胴部 黄褐色 RL→沈線→ナデ 卿 やや不良 C－2

22 胴部 淡榿褐色 RL→沈線→磨消 ナデ 勝通 C－2 磨消縄文

23 服部 淡褐色 沈線文→LR ナデ 普通 E一】 磨消縄文（充填）

'1縁部 淡黄褐色 条痕文 条痕文→沈線 良好 E－l 磨消縄文

、縁部 髄褐色 条痕文，ナデ RL→沈線→磨消 普通 E－l 口唇部にRL

口縁部 黄褐色 口縁附RL 1 1縁帯RL+沈線 普通 北東

1-1縁部 黄褐色 条痕文 ナデ 良好 中央 口唇部に沈線

28 胴部 炎黄褐色 RL→沈線→磨消 ナデ 將通 C－2 磨消縄文

29 口縁部 炎黄褐色 RL→沈線→磨消，沈線 ナデ 良好 北東 磨消縄文

30 1I縁部 炎黄褐色 I 1"lifLR ナデ 良好 C－l 75と同一個体？

口縁部 瞳褐色 口縁I fRL ミガキ 普通 東 波状口縁

11縁部 炎褐色 11W fRL ミガキ 普通 C－3 穿孔有（焼成後）

33 口縁部 淡黒褐色 1 1縁イ fRL ナデ 良好 北東 波状口縁

34 口縁部 淡黄褐色 1 1縁1 fRL ミガキ 普通 北東 29と同一個体

35 '二I縁部 |晴黄褐色 li縁1 fRL ナデ 普通 北東 波状口縁

36 口縁部 淡黄褐色 口縁イ fRL ナデ Wf通 西中央

37 I I縁部 炎黄褐色 口縁I fRL ナデ 普通 北東

38 口縁部 炎黄褐色 口縁I fRL ナデ 良好 央

39 i I縁部 炎黄褐色 I I縁jl fRL ナデ 普通 北東

40 I二I縁部 淡黄褐色 口縁I fRL ナデ 普通 北東

41 口縁部 暗黄褐色 I]"l fRL ミガキ やや不良 B－3 31と同一個体？

42 11縁部 淡黄褐色 口縁I FRL ナデ やや不良 北東 波状口縁

43 口縁部 淡榿褐色 l｣縁jl FRL ナデ 將通 D－4

44 1l縁部 淡黄褐色 1 1",| fRL ナデ 普通 東

45 1 1縁部 淡黄褐色 口縁1 FRL ナデ 普通 東

46 11縁部 黄褐色 I IM fRL ミガキ 普通 C－2

47 '二l縁部 淡赤褐色 口練I fRL ナデ やや不良 C－3

48 I1縁部 淡黄褐色 '二I練I fRL,ナデ ミガキ 良好 南東

49 1I縁部 淡黄褐色 口縁I fRL ナデ やや不良 C－3

50 1 1縁部 淡赤褐色 I1縁イ fRL ミガキ ミガキ 普通 北東

51 I 1縁部 淡黄褐色 口縁イ fRL ナデ 蒋通 北東



土器観察表

遺物

番号
部位 色調 調整（外面） 調整（内面） 遺存状況 出土地点 備 考

52 口縁部 淡褐色 口縁帯RL ナデ 不良 C－2

53 口縁部 淡茶褐色 口縁帯RL 口縁帯RL+沈線 普通 北東

54 口縁部 淡黄褐色 口縁帯RL 口縁帯RL+沈線 普通 東

55 口縁部 淡黄褐色 口縁帯RL 口縁帯RL+沈線 やや不良 中央

56 口縁部 淡黄褐色 口縁帯RL 口縁帯RL+沈線 普通 東 波状'二I縁

57 胴部 淡榿褐色 LR- t線文 ナデ 普通 E－1 膳 肖縄文

58 胴部 淡黄褐色 RL- t線→磨消，沈線 ナデ 普通 D－4 聯 1%純文， 29と同･個体

59 胴部 淡榿褐色 磨消→ t線→RL ナデ やや不良 北東 勝 i!i純文（充填）

60 胴部 淡黄褐色 RL-D t線→磨消，沈線 ミガキ やや不良 表採 膳 肖縄文

61 胴部 淡黄褐色 RL- t線→磨消，沈線 ナデ 普通 北東 磨 肖縄文

62 胴部 淡榿褐色 RL-e t線→磨消 ナデ 不良 北東 聯 i'i繩文

63 胴部 淡榿褐色 RL- t線→磨消 ナデ 普通 東 膳 ili縄文

64 胴部 淡黄褐色 RL→沈線→磨消→沈線 ナデ 普通 中央 1"11i縄文

65 口縁部 淡榿褐色 t線文 不明 やや不良 北東

66 胴部 淡黄褐色 t線文十列点文 ミガキ 普通 北東 66～68同一個体

67 胴部 淡黄褐色 t線文十列点文 ミガキ 普通 C－2 66～68同一個体

68 胴部 淡黄褐色 t線文十列点文 ミガキ 良好 西中央 66～68同一個体

69 胴部 淡黄褐色 沈線文 ミガキ 良好 東 66～68同一個体

70 胴部 淡黄褐色 LR,ナデ 不明 普通 D－4

71 胴部 黄褐色 RL,ナデ ナデ 普通 試掘

72 胴部 黄褐色 RL ミガキ 普通 C－3

73 服部 黄褐色 RL･ナデ ナデ 普通 束

74 ﾙﾘ部 淡黄褐色 RL,ナデ ナデ， ミガキ 普通 中央

75 胴部 淡黄褐色 RL ミガキ 不明 やや不良 C－1

76 胴部 淡黄褐色 沈線 ミガキ 普通 北中央

77 胴部 淡黄褐色 RL ナデ 普通 C－2

78 胴部 黄褐色 刻目凸帯 ナデ 普通 E－1

79 口縁部 淡褐色 条痕文 条痕文 良好 北東 二枚貝による条痕文

80 '二l縁 柵 黄褐色 条痕文 条痕文 普通 西中央 I1勝部に刻目

81 口縁 冊 淡黄褐色 不IﾘI 不明 不良 西中央 波状口縁

口縁 冊 黄褐色 LR縄文 ミガキ 良好 C－3 波状l i縁

83 口縁 冊 淡褐色 沈線文 ナデ 普通 E－1 84と同個体

84 口縁 黄褐色 沈線文 ナデ 普通 E－1 83と同一個体

85 口縁 冊 淡褐色 ミガキ→沈線→RL ミガキ 普通 西中央 l"ili縄文（充填）

86 口縁部 淡榿褐色 LR- t線文 ナデ 良好 E－1 膳消繩文， スス付茄

87 口縁I K 淡黄褐色 RL- t線→磨消 ナデ 普通 B－4 應消繩文

88 口縁I ‘ 淡榿褐色 RL- t線→磨消 ナデ 普通 北東端 膳消縄文

89 |_I"i li 淡黄褐色 RL-､ t線→磨消 ナデ やや不良 中央 膳消繩文

90 口縁I li 淡榿褐色 RL- t線→磨消 ナデ 普通 表採 Iffilli繩文

91 口縁部 淡黄褐色 RL- t線→磨消 ナデ やや不良 C－3 聯消縄文

92 口縁部 淡黄褐色 RL- t線→磨消 ナデ 普通 北東 麻消縄文

93 口縁 WI 明黄褐色 RL- t線→磨消 ナデ やや不良 C－3

94 口縁 W1 炎黄褐色 LR- t線→磨消 ナデ 普通 C－2 礁消純文

95 口縁 Wj 挺榿褐色 RL→沈線→磨消 ナデ 普通 西中央 礁消繩文

96 口縁 邪 炎褐色 沈線文 ナデ 普通 表採

97 口縁 邪 炎黄褐色 RL→沈線→磨消，沈線 ナデ やや不良 C－1 應消縄文

98 胴部 憐褐色 RL→沈線→磨消 ミガキ 普通 中央 jffil!i縄文，塗彩

99 口縁部 炎黄褐色 沈線文 条痕文→ナデ 普通 北東 微かにRLが残る

100 口縁部 淡黄褐色 RL→沈線 ナデ やや不良 北東

101 口縁部 淡黄褐色 ナデ＋沈線 ナデ 普通 C－2

102 口縁部 淡黄褐色 幅広口縁帯RL ミガキ やや不良 C－1 波状I｣縁
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遺物

番号
部位 色調 調整（外面） 調整（内面） 遺存状況 出土地点 備 考

103 口縁部 淡黄灰色 沈線文 ミガキ 良好 北東

104 口縁部 灰褐色 沈線文 ナデ 普通 北東 103と同一個体か？

105 口縁部 淡黄褐色 口縁帯RL ミガキ 良好 C－2

106 口縁部 淡黄褐色 条痕文 ナデ 良好 C－2

107 胴部 淡黄褐色 条痕文 条痕文 普通 西中央

108 底部 淡黄褐色 ナデ ナデ 普通 西中央 ほぼ平底

109 底部 淡黄褐色 ナデ 不明 普通 北東

110 底部 淡榿褐色 ナデ 不明 不良 中央 上げ底

111 底部 黄褐色 ナデ 不明 不良 B－3 上げ底気味

112 底部 淡榿褐色 ナデ ナデ 普通 北東 若干上げ底気味

113 口縁部 淡灰色 回転ナデ 回転ナデ 普通 南東 須恵器杯蓋

遺物

番号
器種 長さ 幅 厚さ 亜量 石材 出土地点 備 考

114 石錐 (24） (17） 3 (0.62) 安山岩 C－1

115 石錐 23 (13） 3 (0 54） 安山岩 中央部

116 石鑛 24 14 3 0 58 安山岩 北東部 片脚錐の可能性

117 石鑛 21 (12） 2 (0 40） 安山岩 中央部

118 石錐 (20） (15） 2.5 (0 49） 安山岩 南東部

119 石錐 (20） (15） 3 (0 54） 安山岩 北東部

120 石鑑 19 16 2.5 0 57 安山岩 C－3

121 石錐 26 16 4 0 90 安山岩 E－1

122 石錐 18 (12） 3 (0 25） 安山岩 東

123 石雛 20 (12） 3 (0 25） 安山岩 北東部

124 石錐 27 (14） 3 (0 57） 安山岩 C－1 鋸歯状

125 石鑑 (20） (15) 2.5 (0 50） 安山岩 C－2

126 石錐 (24） (17） 3.5 (0 88） 安山岩 東

127 石鑑 25 (17） 4 (1 08） 安山岩 C－2

128 石錐 (15） 12 2 (0 32） 安山岩 E－1

129 石錐 (21） (13） 3 (0 58） 安山岩 C－3

130 石錐 22 (15） 4 (0 80） 安山岩 C－3

131 石錐 25 (17） 5 (1 18） 安山岩 西側中央

132 石錐 24 13 3 0 59 安山岩 北東部

133 石錐 23 (15） 3 (0 66） 安山岩 中央部

134 石鑑 (15） (11） 2.5 (0 38） 安山岩 北東部

135 石錐 (12） 11 2 (0 25） 安山岩 C－1

136 石錐 23 (17） 3 (0 79） 安山岩 E－l

137 石鍼 (20） 16 3 (0 88） 安山岩 西側中央

138 石錐 15 (15） 2 (0 39） 安山岩 C－3

139 石錐 (27） (24） 4 (2 02） 安山岩 中央部

140 挟入石器 (15） (29） 2 (1 25） 安山岩 C－2

141 挟入石器 (39） (50） 6 (11 11） 安山岩 E－1

142 スクレイパー (30） (70） 6 (17 10） 安山岩 北東部

143 スクレイパー (39） (63） 11 (102 23） 安山岩 E－1

144 スクレイパー (75） (126） 11 (29 00) 安山岩 北西端

145 R、F、 (53） (58） 8 (23 76） 安山岩 E－1



Vま とめ

和田平遺跡では明確な遺構は確認できなかったが，縄文時代後期を主体とする遺物（土器・石

器）がまとまって出土した。これらの遺物は層位的にはほぼ黄褐色粘質土層の上面から出土して

いるが，出土状況には粗密がある。しかし，黄褐色粘質土中に縄文時代の生活面が存在すること

は確実である。ただ，縄文土器破断面の摩滅状態から，ある程度の遺物の移動を考慮しなければ

ならない。ここでは，以上の点を踏まえて，本遺跡の立地と性格及び出土土器について若干の整

理を行い， まとめとしたい。

立地について

本遺跡は東側を黒瀬川支流の松板川に注ぐ小川が流れる南北方向に緩く傾斜する平坦地（標高

230m)に立地する。遺跡の東側は谷地形になっており，現在の小川の旧河道であった可能性も

ある。また，遺跡の基盤層は大きな礫が重層的に堆積しており，礫間の堆積士から遺物が出土し

ている。礫層の形成時期は不明であるが，縄文時代に相当すると考えられる黄褐色粘質土は概ね

調査区内の全域に広がっており，礫が露出している場所も多い。したがって，植生等は別として，

景観自体はほぼ現在と同じであったと考えられる。

ところで本遺跡西方の広島大学周辺では縄文時代の遺跡が比較的多く確認されている。時期的

には早期の遺跡が中心で，急峻な山塊が前面に展開する台地上の傾斜面あるいは緩やかに傾斜す

る平坦面に遺跡が立地することが多いようである。このような縄文時代の遺跡の立地状況は本遺

跡でも同様で，当地域の縄文時代の遺跡立地を考える上で示唆的である。

縄文土器について

本遺跡から出土した縄文土器について，その施文方法や製作法から9類型に分類した。土器の

いくつかについては従来の瀬戸内沿岸部の編年で定着している土器形式に当てはめることが可能

である。また，類型内の文様や施文方法については偏りがみられ， これが時期差であるのか或い

は地域差であるのか特定できないものもある。

まず, 1類は2条単位の列点文や二枚貝を使用した条痕調整を施しており概ね羽島下層式に相

当しよう。また， 3類は薄い器壁に押引文を施しており， この特徴は彦崎ZI式に該当する｡ 5

類は地方色が強いとはいえ条痕地にやや幅広の爪形文を押引状に施文しており全体的には船元式

の範鴫で捉えて差し支えないであろう。以上の縄文時代前期・中期にあたる土器群は1から数個

体分と僅少で，遺物の主体をなすものではない。

縄文後期の土器は4類型に分類したが，器種としては深鉢形土器と浅鉢形土器があり，文様の

構成では有文土器と調整痕跡のみのいわゆる無文土器に分離できる。有文土器に比べると無文士

器が量的には多く，両者はセット関係にあると考えられるが，具体的な組み合せについては特定

できなかった。時間の変遷による文様変化がよく残る有文土器についてみると，概ね後期前半か

ら中葉の土器群が主体をなし，後半期以降の土器は見当たらないようである。

まず， 6類・ 7類の一部は基本的には中津式に該当しよう。ただし，地方色がみられるようで，
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磨消縄文よりも文様パターンの線的表現に重点を移したような土器が散見できる。また，凹線気

味の表現方法は九州系土器の影響を受けたとも解釈でき，後期の初頭における中津式土器を取り

巻く複雑な状況を垣間見ることが出来よう。

中津式に後続する福田KI式(7類の一部）から津雲A式・彦崎KI式(8類の一部）に並行

する時期の資料は僅少である。

文様帯が口縁部と胴部に分離する時期の土器＝9類（彦崎KI式並行期）が本遺跡では量的に

最も多いと思われ，いわゆる内文をもつグループもこの一群に含めている。深鉢形土器では口縁

部外面を僅かに肥厚させ，その肥厚部（幅lCm程度）に縄文を施すのが特徴的で，口縁部の形状

は平口縁のほかに波状口縁を呈することも多い。頚部は基本的に無文帯をなし，胴部上半(肩部）

は主文様帯を横走する沈線で幅広に区画し，区画内部に縄文を施し，その後曲線を主体とする入

組み文様を描き，区画内の縄文を磨り消すか区画内の縄文地に更に短沈線を刻む等の多様な文様

を作り出す。また，浅鉢においても口縁に沿って横走する沈線で狭い文様帯を作り出し， この中

央に半円形のループ状の沈線を横に走らせ， この沈線から斜め方向に短沈線を刻み，結節縄文を

模したものもある。この半円形のループ状の沈線文は非常に特徴的で， このような文様構成は在

地色を強く反映したものと思われ，同時期と想定できる瀬戸内海沿岸部の土器群とはいささか趣

を異にしているようである。

また，加飾性の強い胴部文様をもつグループとは対照的に単に縄文だけを施文したものも存在

する。これらの土器がセット関係にあるのか或いは時期的な差を示すものなのかは重要なことで

あるが，遺物の出土状況からは違いを抽出できなかったことや周辺地域の状況に不詳の部分が多

いことなどから不明といわざるを得ない。ここではほぼ同じような器形をもつ土器に文様構成上

で細分の可能性があるという指摘に止めておく。

性格について

縄文時代の遺跡では，遺構が希薄で遺物のみが出土する場合が多々あって，そのような遺跡の

性格については様々な解釈がなされている。同一の生活空間をもつと想定できる領域において，

同時期と思われる遺跡間に，遺構の存在する遺跡と遺構の存在が不明確あるいは存在しない遺跡

が混在する場合，一般的には遺跡の性格の相違を想起できる。

そこで，遺跡の性格を強く示すと思われる石器群の構成についてみてみる。ただし，石器の時

期については不明な部分が多いのでここでは一括して取り扱うこととする。石器は石鍼とスクレ

イパーおよび剥片類で構成されており，石鐡とスクレイパーはいずれも，狩猟行為と強く結びつ

いていると思われる。遺跡の基盤層の状態や利器的性格の強い石器の組み合せなどから，動物性

食料の獲得に関る場所であったことが推定できる。具体的には，猟場・見張り場・キャンプ地・

獲物解体場などが想定できるが，絶対的な資料数が不足しており現時点では特定できない。将来

的な検討課題としておきたい。
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遠景（調香前，東から）a

近景（調査前，東から）b

全景（調査後，東から）C



鰯
噴魚。

湖．

軸

凸

会

鍵蕊 F塚j

綴
鞄

幽
乱
向

ヨ!

ヂ

ソ
戸
等

r

SK1検出状況（北から）
穴

塞
斜

凸

誌

a &‘ ヂ．鞘

細

職
叱
蛸
ｘ
‐瀧

、勺
ｒ
ひ
。
Ｄ蓉
置

Ｊ

夢孔ダ

灘 傭
銘
孵

難
蝦

｡

溌諺罫巌戯 .＆、

SK1土層断面

（北西から）

b

SK1完掘 （北から）C



SK2検出状況（南から）a

SK2土層断面（東から）b

調査風景 （東から）C



C－2区遺物出土状況

（西から）

a

C－2区遺物出土状況

（北から）

b

C－3区遺物出土状況

（北から）

C



C－3区遺物出土状況

（北西から）

a

E－1区遺物出土状況

（南から）

b

c鉄錬出土状況（南から）



図版6

1

7

9

8

0

1

12

3
14

5

1 7

出土避物1 土器



器斗Z峨烈君1冊

98

と酬圃



器干8恥感冒F冊

ヤ9

89

L9

銅､薄羽 ■

艶一寺.，.､訂.
・かごZ・『

蹄、

09
6t

あゞ 9ヤ

Z
I

eヤ

0ウ68

8醐固



図版9

齢‘，56

58

震
63

62
61

76665

金
64

8

。!琴遥
些

7270

76

75

旬。7

9

81

出土遺物4 土器



図版10

83

夢■ 90
8 8987

6

■2 93 4

寒
96

97
98

101

10099

2

103
05

4

07

出土避物5 土器



図版11

庫

109108

司
免．

113

41

45

144

出土造物6土器・石器・鉄器



黙墜ム峨慕千冊

6el 0ヤ

▼
9el

とSI

V 畷汐
"8L

w
9SL

▼

吃L 9ez8卜

と
rzL

9zL

▼
881

V

ZZlLZl eZLOZL6LL

V
ｖ
、
９

ヤ

ジ
８

ザ

とい

V
rll

9

Zl酬園



報告書抄録

ふ り が な わだびらいせきはつくつちょうさほうこくしょ

書 名 和田平遺跡発掘調査報告書

副 書 名 広島県埋蔵文化財調査センター調査報告書

巻 次 第190集

シ リ －ズ名

シリーズ番号

編 集 者 名 辻満久・出野上靖

編 集機 関 財団法人広島県埋蔵文化財調査センター

所 在 地 〒733-0036広島県広島市西区観音新町四丁目8－49

発行年月 日 西暦2001年3月31日

ふ り が な

所収遺跡名
ふ り が な

所在地
コー ド

市町村 遺跡番号
北緯 東経 調査期間 調査面積 調査原因

わだぴら

和田平遺跡
ひろしまけん

広島県
”(しひろしまし

東広島市
碁いじようちとう

西条町
おおあざふくもと

大字福本

34212 884 度
分
秒

４
２
８

３
２
１

132度

分
秒
４
６
４
５

20000410

I

20000609

1,650㎡ 東広島呉自動

車道建設事業

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

和田平遺跡 生活跡 縄文 炉跡 縄文土器

石器

縄文時代後期を中心に，

前・中期の遺物も出土



広島県埋蔵文化財調査センター調査報告書第190集

和田平遺跡発掘調査報告書

発行日 2001 （平成13）年3月31日

編染･発行財団法人広島県埋蔵文化財調査センター

〒733-0036広島市西区観音新町四丁目8番49号

TEL (082)295-5751

印刷所中本総合印刷株式会社




